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新年ご挨拶 ２０２５年

新しい年を迎えるにあたり、謹んでご挨拶を申し上げます。宮城

労福協に集う多くの仲間の皆様におかれましては、つつがなく新し

い年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

昨年、人口減少により２０歳から３９歳の女性が今後５０％以上も減って存続が難し

くなる恐れのある自治体が公表されました。宮城県では３５の自治体の半分以上、１９

の市と町が消滅可能性自治体とされています。2014 年 9 月当時の内閣は、人口減少と

地方の衰退の問題に一体的に取り組もうとし「地方創成」など様々な施策を実施しまし

たが、肝心の少子化対策が不十分だったとの指摘もあります。今、若い世代の活躍を後

押しするには、まず賃上げが必須です。また、仕事と育児を両立できるよう長時間労働

の是正も必要不可欠になると思います。

そのためには、誰もが公正な労働条件のもとに多様な働き方を通じて社会に参加で

き、社会的・経済的に自立することを軸とし、それを相互に支え合い、自己実現に挑戦

できるセーフティーネットが組み込まれている活力ある参加型社会を創り上げていくこ

とが重要であります。あわせて貧困や社会的孤立に苦しむ社会的弱者を生み出している

課題に対し、誰もが排除されず、社会のつながりの中で、自立することができる支え合

いの社会・持続可能な社会を実現するために構成する団体と連携し取り組んでまいりま

す。

宮城労福協の原点となるキーワード『福祉』、という言葉は「しあわせ」を意味する

「福」という漢字と、「さいわい」を意味する「祉」という漢字を組み合わせたものです。

福祉の語源をたどると「人の幸福」や「よりよく生きること」という意味が込められて

いることがわかります。つまり、労働組合と協同組合が連携・協同し、労働者自主福祉

運動や協同組合運動などの共助の輪を広げること、地域の様々なネットワークで支え合

い助け合う地域共生社会の構築をめざすことが求められています。この点の認識を新た

にし、多くの団体や様々な世代とのつながりを広げていきます。

結びに、「思考は現実化する」という世界で累計 1億部も売れている書籍があります。

そうです、その著者こそ、皆様もよくご存じのアメリカの成功哲学者、自己実現伝道師、

ナポレオン・ヒル博士です。そこには、「どうしてもこうありたい」と強く考え、願う

ことで、その思いが行動に結びつき、実現する方向に向かうという行動哲学が著されて

います。

60 年を迎えた私たち宮城労福協は、フードドライブ活動、子ども食堂への寄付行動

など『福祉はひとつ』という結成当時の「思い」を再度確認します。そして日々の活動

を通して「誰かのお役に立っている」と実感できるような思いや願い、取り組みの中か

ら、信頼と共感を得る活動を力強く推進するとともに、支え合い、そして暮らしやすい

社会の実現に向けて、加盟団体の力を結集し活動を進めてまいります。

本年も一層のご支援を賜りますとともに、皆様のご健勝ご活躍を祈念申し上げます。　

宮城県労働者福祉協議会 会 長 大黒　雅弘
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　日頃の友愛核禁運動へのご理解とご協力に
感謝申し上げます。
　加藤前議長の後任の新山でございます。今
後ともどうぞ宜しくお願いいたします。
　巳年は再生と変革の象徴とも言われていま
す。友愛核禁会議の活動を通じた民主的労働
運動と原子力の平和利用推進を継続するとと
もに、巳年の活力を糧に困難を乗り越え、更
なる高みを目指していきます。

宮城友愛核禁会議

議　長

新山　　斉

　長引く円安、各地での紛争や政情不安によ
る食料や原材料の高騰は、大幅な物価上昇を
引き起こし、公租公課の負担と相まって、近
年の賃上げも実質賃金の改善には結びついて
いません。
　こうした状況下において、労働者が安心し
て働き、生活していける豊かな社会の実現が、
これまで以上に求められている今、働く者の
声に寄り添った取組みを行っていきます。

宮城県中立労働組合連絡会

議　長

佐藤　　斉
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＜日本労働組合総連合会宮城県連合会＞

　目まぐるしく変わる世界情勢の中、組合員を取り巻く

環境の変化も速度を増しています。社会情勢や組合員を

めぐる課題の変化に取り残されないよう、組織としての

役割を更に強化し、「働きやすい環境を作る」「チームや

組織に貢献していく」そのことを達成するために、運動

に正当性を持ち、組合員に対しどれだけ影響力を発揮で

きるか、連合宮城はトライを繰り返し、仲間とともに果

敢に挑戦して参ります。加えて同じ目線と明確な目標が

参加意識を高めることを再認識し、1 年間活動してまいり

ます。今年もよろしくお願い申し上げます。

＜（一社）宮城県労働者福祉資産協会＞

　資産協会は、県内の勤労者とその家族の福祉の増進と

向上をめざし、自主福祉活動の発展を図りながら、幅広

いネットワークとの協働で、 福祉・文化活動や社会貢献

事業を通じ、勤労者の社会的・経済的・文化的地位の向

上に役立つことを目的として事業展開を行っています。

特に福利厚生事業として、「カルチャースクール」を開講

し、「ヨーガ」「フラワーアレンジメント」「体調改善スト

レッチ」など、勤労者の幅広い文化に対する関心を高め、

ゆとりあるライフスタイルの向上を目指してまいります。

今年もよろしくお願い申し上げます。

日本労働組合総連合会宮城県連合会　会　長　兼

（一社）宮城県労働者福祉資産協会   理事長 大黒　雅弘

　再生可能エネルギー中心の循環型社会をめ
ざし、その弊害となっている原発利用政策に
反対します。
　平和外交による安全保障体制を求め、集団
的自衛権行使や敵基地攻撃型の「防衛」政策
に反対します。
　憲法に見合った社会の実現に向け、「全て
の国民が、個人として尊重される社会、法の
下に平等な社会」を追究し、護憲・平和、人
権、環境、脱原発、反基地を柱に奮闘します。

宮城県平和運動推進労働組合会議

代表幹事

山田　俊徳

労働団体 事業団体 年 頭 メッセ ー ジ 
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　新年にあたりご挨拶申し上げます。

　物価高騰による生活の厳しさがますなか、急速な

少子高齢化、人口減少をはじめ、社会は大きな変化

を迎えようとしています。気候変動、災害リスク、

国際情勢の不安定化による紛争の発生など予測不能

な時代にあり、変化への対応力が求められています。

　そうしたなか、生協の社会的役割を自覚し、「平和

で持続可能な社会」「安心して暮らせる地域社会」の

実現をめざし、活動をすすめてまいります。本年も

よろしくお願いします。

宮城県生活協同組合連合会

会長理事

冬木　勝仁

　明けましておめでとうございます。
　ハーネル仙台は 3期連続の黒字決算を達成
することができました。これもひとえに会員
みなさまのご支援の賜物と感謝申し上げま
す。
　新年を迎えて、さらに会員のみなさまに喜
んで利用いただけるよう役職員一同取り組ん
で参りますので引き続きのご愛顧をよろしく
お願いいたします。

（一社）労働福祉センターみやぎ

理事長

鈴木　謙一

新年あけましておめでとうございます。
いま、金融業界は、目まぐるしく変化す

る環境に応じた事業展開が求められていま
す。
　東北労働金庫は、理念の実現と福祉金融機
関としての役割を発揮するとともに、多様化
するお客さまのニーズに応え、良質な金融サ
ービスを提供し、地域で選ばれ続ける金融機
関をめざしてまいります。

東北労働金庫宮城県本部

本部長

加島　勇悦

　昨年は正月早々の能登半島地震にはじま

り、能登を含め各地での豪雨災害など、自然

災害が多発しました。

　気候の変動や火災や地震への備えは私たち

の日常生活に必要不可欠です。

　７０周年を迎えた「火災共済」。「自然災害

共済」と合わせて「たすけあいの輪」をむすび、

「安心のネットワーク」をひろげていきます。

こくみん共済coop宮城推進本部　

本部長

小出　裕一
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石巻地方労福協

会　長

加藤　雅基

　あけましておめでとうございます。謹んで新

春の祝詞を申し上げます。さて近年、物価の高

騰、格差拡大と貧困の深刻化、労働者人口減少

に伴う人出不足、高齢化と人口の減少、あらゆ

る諸課題が山積しております。石巻労福協とし

て「福祉はひとつ！」を合言葉に引き続き地域

会員組織・労働福祉事業団体との連携を図りな

がら、これまで以上の労働者自主福祉運動を展

開して行きますので、本年も皆様のご支援を賜

りますようお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。

　頻発する自然災害、昨今の物価高など、私た

ち生活者を取り巻く環境は厳しいものがありま

すが、「日頃からの備えを大切に」「困ったとき

はお互いさま」など、地域に寄り添った支援活

動が必要とされます。

　労福協活動を通じて、誰もが安心・安全に暮

らせる社会の実現にむけ、地域に根ざした取り

組みを進めて参りますので、皆様のご支援、ご

協力をよろしくお願い申し上げます。

気仙沼地方労福協
会　長

小玉　知子

塩釜地方労福協

会　長

仙台地方労福協

会　長

池田　仁和

　あけましておめでとうございます。

　2025年の干支は、巳「ヘビ」です。巳は金運に恵

まれるという言い伝えがあります。

　脱皮にたとえ、再生や変化を繰り返しながら

柔軟に発展する一年となることに期待します。

　「共助社会」のさらなる推進に向け、引き続き

労福協運動に取り組みます。

　本年も皆様のご支援よろしくお願いいたします。

　新年あけましておめでとうございます。

　地政学的リスクが高まるなか、地域紛争を起因とす

る原油や原材料価格の高騰により、企業は急激なコス

ト負担増加を製品価格へ転嫁する動きを加速させ、賃

金上昇を伴わない物価上昇局面は、私たち働く者の生

活を脅かし先行きの不透明感が更に増しています。

　このような時代だからこそ、労福協活動を通じた勤

労者の生活の安心・安定と社会的地位向上を求めた労

働福祉活動の推進に取組んで参ります。

　本年も引き続き皆様のご支援とご協力をお願い申し

上げます。

熊谷　　修

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。

　全世界で地球沸騰化が止まりません。昨年も何百年

に１度という異常気象が何度もテレビや新聞で報道さ

れ、自然災害の恐ろしさを目の当たりにしました。

　私たち労福協の取り組みは、社会的に立場の弱い労

働者に寄り添い、共助、共生を通じて、安心な社会を

目指し、心も豊かにする組織です。今年も大崎労福協

は、感性を磨き、労働福祉の取り組みをさらに前進さ

せて行くことを目指します。

　皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

大崎地方労福協

会　長

今野　尊人

　あけましておめでとうございます。

　昨年 10 月に行われた第 50 回衆議院選挙は与党の

過半数割れという結果になりました。今後の国会は、

今までと違う論戦が期待されます。

　世界を見渡すと戦争・紛争、国内では自然災害に

より、高齢者や子供が被災している状況があります

が、このような時こそ引き続き労働者福祉団体と共

に労福協運動に取り組んでいく所存です。

　皆さんの知恵と力添えをいただきながら対応して

参りたく、今後もご支援・ご協力をお願い致します。

仙北地方労福協

会　長

鈴木　　剛

地方・地区労福協 年 頭 メッセ ー ジ 
　　令和 7年１月みやぎ労福協

５

　新年あけましておめでとうございます。

　安心して働き暮らすことができる社会を作

る為には「助け合い・支え合う」共助拡大の

取り組みを地域や職場の中に広げていくこと

が必要であります。

　地区労福協の活動を通じて「地域に根差し

た自主福祉運動」を展開して参りますので、

本年も皆さまのご支援・ご協力をお願い申し

上げます。

白石地区労福協

会　長

松島　利宏

新年あけましておめでとうございます。

　新型コロナウイルス感染症が 5類に移行し

た以降、少しずつではありますが様々な活動

が戻りつつある中で、安定した生活及び会員・

組合員の幸せを念頭に、今後も働く人の幸せ

と豊かさを目指して自主福祉運動の発展に努

めてまいりますので、引き続きのご支援とご

協力をお願い申し上げます。

泉・黒川地区労福協

会　長

曽根　光正

新年明けましておめでとうございます。

昨年は皆さまのご協力を賜りながら活動を進

めて行くことが出来ました。久しく開催出来

ていなかった行事も徐々に復活をしており、

非常に嬉しく思っています。

　今後とも皆さまのご支援とご協力をお願い

致します。

岩沼地区労福協

会　長

菊地　智英

　新年おめでとうございます。
　近年はソーシャルネットワークの利用のさ
れ方や考え方が変化しております。
　時の流れに振り回されること無く、今年の
干支にあやかり労福協の活動も柔軟に発展さ
せて、生活の安定と向上そして平和で豊かな
暮らしが出来る社会作りを目指して労働福祉
運動に務めて参ります。
　本年も皆様のご理解とご協力をお願い申し
上げます。

仙南地方労福協

会　長

佐藤　秀隆
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生活なんでも相談 ０１２０―９８０―６２９
労働条件、金融、生活保障、介護、法律、クレ・サラ、お気軽にご相談下さい。

ライフサポートセンターみやぎ（宮城県労働者福祉資産協会）


